
全
日
本
年
金
者
組
合
は
今
年
も

前
進
座
の
合
同
観
劇
会
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
前
進
座
創
立
95

周
年
記
念
と
し
て
東
京
・
池
袋
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
劇
場
で
公
演
さ
れ
た

「
お
久
文
七
恋
元
結
」
を
観
劇
し

お
ひ
さ
ぶ
ん
し
ち
こ
い
の
も
っ
と
い

ま
し
た
。
脚
本
は
山
田
洋
次
監
督

が
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。

公
演
期
間
中
の
６
月
４
日
の
午

前
が
、
埼
玉
年
金
者
組
合
の
借
り

切
り
の
公
演
と
な
り
ま
し
た
が
、

８
０
８
席
あ
る
劇
場
は
満
席
と
な

り
ま
し
た
。

埼
玉
借
り
切
り
の
公
演
は
昨
年

に
続
い
て
２
回
目
で
す
。

１
つ
の
県
の
年
金
者
組
合
だ
け

で
劇
場
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
と
は

す
ご
い
こ
と
で
す
。

私
は
年
金
者
組
合
の
合
同
観
劇

会
へ
の
参
加
は
今
回
で
３
回
目
で

す
。
１
回
目
は
昨
年
公
演
さ
れ
た
、

山
田
洋
次
監
修
・
脚
本
の
「
裏
長

屋
騒
動
記
」
、
２
回
目
は
「
笑
い
」

す
ら
国
策
に
翻
弄
さ
れ
た
落
語
界

と
戦
争
を
描
い
た
「
笑
い
ご
と
で

は
あ
り
ま
せ
ぬ
！
」
、
３
回
目
は

今
回
の
「
お
久
文
七
恋
元
結
」
。

前
進
座
は
「
広
汎
な
民
衆
の
進

歩
的
な
要
求
に
適
合
す
る
演
劇
の

創
造
に
努
力
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
か
か
げ
て
、
１
９
３
１
年
に
創

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
見
た
３
回
の
演
劇
は
ど
れ

も
楽
し
く
、
気
持
ち
の
良
い
内
容

の
公
演
で
し
た
。
観
劇
料
金
は
数

千
円
か
か
り
ま
す
か
ら
決
し
て
安

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
観
劇
し

て
み
れ
ば
そ
の
内
容
は
料
金
に
余

る
感
動
を
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
年
金
者
組
合
の
合
同
観
劇

会
の
料
金
は
一
般
の
料
金
よ
り
ず

い
ぶ
ん
と
割
安
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
一
等
席
の
一
般
料

金
１
万
１
千
円
に
た
い
し
て
、
合

同
観
劇
で
は
一
等
Ａ
席
は
７
８
０

０
円
、
一
等
Ｂ
席
は
６
８
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

前
進
座
は
年
金
者
組
合
の
活
動

の
発
展
へ
の
期
待
を
寄
せ
て
い
て
、

交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

越
谷
支
部
で
も
誕
生
会
、
支
部

総
会
な
ど
の
機
会
に
団
員
や
職
員

の
方
と
の
交
流
が
で
き
れ
ば
い
い

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
前
進
座
の
活
動
、

公
演
を
応
援
し
、
観
劇
会
に
は
参

加
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

（
吉
田
正
美
）

お
久
文
七
恋
元
結

お
ひ
さ
ぶ
ん
し
ち
こ
い
の
も
っ
と
い

写
真
は
左
官
、
長
兵
衛
の
娘
、

お

久

を

演

じ

た

横

山

由

依

さ

ん

と

近

江

屋

の

番

頭

、

善
六
を
演
じ

た
曾
我
廼
家

寛
太
郎
さ
ん

（
共
に
特
別

出
演
）
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「越労連事務所」 耐震補強工事の為
２０２６年 7月１日（水） ～ ８月１５（土）迄 使用出来ません

防
災
特
別
警
報
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

２０２６年

３３７号
６月１７日（水）

今
年
も
台
風
の
季
節
に
な
り
、
大
雨
・
洪
水
等
の

災
害
が
心
配
に
な
る
時
期
が
来
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
５
月
か
ら
気
象
庁
は
気
象
警
報
を
分

か
り
易
く
す
る
た
め
、
発
表
形
式
に
「
危
険
警
報
」

を
追
加
し
、
５
段
階
（
レ
ベ
ル
１
～
５
）
に
統
一
し

発
表
し
て
い
ま
す
。

河
川
氾
濫
・
大
雨
・
土
砂
災
害
・
高
潮
に
関
し
て
、

特
別
警
報
（
レ
ベ
ル
５
）
を
発
表
し
た
と
き
は
、
直

ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
危
険
警
報
（
レ
ベ
ル
４
）
は
自
治
体
か
ら

避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
レ
ベ
ル
３
は
高
齢
者
等
の
優

先
避
難
を
行
う
目
安
で
す
。

皆
さ
ん
お
住
い
の
越
谷
市
は
、
昔
か
ら
大
き
な
河

川
が
氾
濫
し
た
時
、
越
谷
市
付
近
を
通
過
し
海
ま
で

流
れ
た
痕
跡
と
し
て
、
利
根
川
・
荒
川
が
氾
濫
し
、

古
利
根
川
・
元
荒
川
と
し
て
今
で
も
そ
の
河
川
は
残
っ

て
い
ま
す
。

１
９
４
７
年
の
カ
ス
リ
ン
台
風
で
は
、
利
根
川
の

堤
防
が
決
壊
し
、
埼
玉
県
（
越
谷
市
）
の
家
屋
を
押

し
流
し
、
東
京
都
の
下
町
を
も
飲
み
込
み
海
へ
と
押

し
流
し
ま
し
た
。

現
在
の
利
根
川
・
江
戸
川
・
荒
川
の
改
修
計
画
で

は
、
そ
の
教
訓
を
も
と
に
ス
ー
パ
ー
堤
防
等
の
堤
防

強
化
を
行
い
、
大
河
川
の
堤
防
が
決
壊
す
る
こ
と
は

ほ
ぼ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
19
号
台
風
で
は
、
千
曲
川
の
決
壊

を
除
き
、
関
東
で
の
堤
防
決
壊
は
大
河
川
に
合
流
す

る
中
河
川
が
ほ
ぼ
決
壊
し
て
い
ま
す
。

（
大
河
川
が
流
速
が
早
く
、
小
河
川
が
合
流
し
て

も
本
川
に
流
れ
づ
ら
く
、
逆
流
し
て
小
河
川
の
堤
防

が
決
壊
し
て
い
ま
し
ま
し
た
。
）

近
年
の
浸
水
被
害
は
内
水
氾
濫
が
ほ
と
ん
ど
で
、

越
谷
市
内
の
浸
水
被
害
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

気
候
変
動
に
よ
り
極
端
な
降
雨
が
頻
発
す
る
時
代
、

都
市
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
経
済
活
動
を
一
時

的
に
止
め
て
も
道
路
面
に
水
深
３
０
０
mm
の
水
を
貯

留
す
る
よ
う
な
計
画
（
貯
蔵
施
設
）
を
考
え
る
時
期

に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
和
田
幸
雄
）

「
前
進
座
創
立
95
周
年
記
念
」

年
金
者
組
合
の
前
進
座
合
同
観
劇
会

埼
玉
だ
け
の
参
加
者
で
劇
場
満
席
に

＜日時＞ 7月２６日（日）９時２０分開始
＜場所＞ 北越谷 「ほっと越谷

セミナールームＡ、Ｂ

★越谷支部定期総会 ９時２０分～１１時４０分
＜議題＞
１．２０２５年度活動報告
２．２０２５年度会計報告
３．２０２５年度会計監査報告
４．２０２６年度活動方針（案）
５．２０２５年度予算（案）
６．次年度役員選出

★次期役員の立候補を受け付けます
支部長、副支部長、書記長、書記次長、
執行委員、会計監査の役職があります。
立候補届けをご希望の方は五十嵐書記長
（０９０－７８１０－１３４８）まで
連絡してください。

★議案書、委任状は７月半ばに配布の予定です。
２０２６年６月１６日 越谷支部執行委員会

第34回定期総会を開催


